
市
が
持
っ
て
い
る
情
報
は
市
民
の
み
な
さ

ん
の
共
有
の
財
産
で
す
。
そ
の
情
報
を
知
り

た
い
と
き
は
情
報
公
開
制
度
に
よ
り
公
文
書

の
開
示
を
請
求
で
き
ま
す(

公
文
書
は
公
開

が
原
則
で
す)

。
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制

度
で
は
市
が
持
っ
て
い
る
個
人
情
報
を
取

り
扱
う
ル
ー
ル
を
定
め
て
お
り
、
ど
な
た

で
も
自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
開
示
や

訂
正
、
利
用
停
止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
文
書
法
制
課
情
報
公

開
担
当(

市
役
所
１
階
秋
田
銀
行
隣)

へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
役
所
１
階
市
民
相
談
セ
ン
タ

ー
隣
り
の
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市

政
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
自
由
に
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

情
報
公
開

●
市
内
に
住
所
が
あ
る
か
た
　

●
市
内
に
事
務
所
が
あ
る
個
人
や
法
人
、
団
体

●
市
内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
か
た

●
市
の
事
務
事
業
に
利
害
関
係
が
あ
る
か
た

個
人
情
報
保
護

●
そ
の
情
報
の
本
人(

免
許
証
な
ど
、
本
人

確
認
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い)

市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

公
平
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
、
上
下
水
道

事
業
管
理
者
、
消
防
長
、
議
会

職
員
が
仕
事
で
作
成
・
取
得
し
た
文
書
や

図
画
、
写
真
、
フ
ィ
ル
ム
、
電
磁
的
記
録

な
ど
で
、
組
織
的
に
用
い
る
た
め
に
管
理

し
て
い
る
も
の

文
書
法
制
課
情
報
公
開
担
当
☎(

８
６
６)

２
２
７
２

情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
の

ご
相
談
は
文
書
法
制
課
へ
ど
う
ぞ

開
示
を
請
求
で
き
る
か
た

平成22年度の開示状況

開示請求のおもな内容…公募型プロポーザル事業の内容など

開示請求のおもな内容…自分の住民票等の交付請求書など

対
象
と
な
る
機
関(
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護)

対
象
と
な
る
公
文
書(

情
報
公
開)

庁
舎
１
階
中
央
を
来

庁
者
の
た
め
の
ス
ペ
ー

ス
「
市
民
の
坐
」
と
し
、

吹
き
抜
け
に
よ
り
市
民

の
坐
を
囲
む
よ
う
に
、

行
政
機
能(

低
層
階
と
中

層
階)

、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
機
能(

中

層
階)

、
議
会(

上
層
階)

を
配
置
し
ま
す
。
市

民
の
坐
を
コ
の
字
型
に
囲
む
よ
う
に
各
窓
口

を
配
置
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
少
な
い
移

動
で
必
要
な
手
続
き
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
ま
た
、
２
階
は
子
育
て
支
援
機
能

と
児
童
関
連
窓
口
を
隣
接
さ
せ
る
な
ど
、
市

民
と
行
政
の
連
携
を
は
か
り
ま
す
。

地
震
か
ら
来
庁
者
を
守
る
た
め
免
震
構
造

を
採
用
し
ま
す
。
ま
た
、
津
波
に
よ
る
浸
水

を
避
け
る
た
め
電
気
室
な
ど
は
屋
上
階
に
配

置
。
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
備
蓄
燃
料
な
ど
も
活
用

し
複
合
化
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
に
も
継
続

し
て
業
務
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

地
中
熱
や
太
陽
光
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
冷
暖
房
や
L
E
D
照
明

の
採
用
な
ど
に
よ
り
、
光
熱
水
費
の
削
減
と

環
境
負
荷
の
低
減
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
憩
い
の
場
所
と
な
る
「
竿
燈
ひ
ろ
ば
」

の
設
置
や
秋
田
杉
の
活
用
な
ど
に
よ
り
秋
田

の
文
化
や
歴
史
も
取
り
入
れ
ま
す
。

「
市
民
の
坐ざ

」
を
中
心
と
し
た
設
計

災
害
に
強
い
庁
舎
を
め
ざ
し
ま
す

環
境
・
文
化
に
も
配
慮
し
ま
す

こ
ん
な
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た

新
庁
舎
の
設
計
委
託

業
者
が
決
ま
り
ま
し
た

７
月
８
日
に
開
催
し
た
、
新
庁
舎
の
基
本
設
計

を
委
託
す
る
業
者
を
決
め
る
審
査
委
員
会
で
、
応

募
が
あ
っ
た
７
者
の
提
案
書
を
審
査
し
、
最
も
評

価
が
高
か
っ
た(

株)

日
本
設
計
を
選
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
と
、(

株)

日
本
設
計
・
市
内
２
社
の

設
計
共
同
企
業
体
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

意
見(

無
作
為
に
抽
出
し
た
５
千
人
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果)

な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
平
成
23
年

度
末
ま
で
に
基
本
設
計
を
作
成
し
ま
す
。

設計業者が提案した新庁舎のイメージ

新
庁
舎
建
設
室
☎(

８
６
６)

８
９
１
５
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９
月
１
日
(木)
午
前
７
時
45
分

か
ら
午
後
零
時
30
分
こ
ろ
ま
で
、

道
の
駅
あ
き
た
港(

セ
リ
オ
ン)

周
辺
、
北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
旧
土
崎
公
民
館
、
土

崎
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
津
波
警
報
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
す
ほ
か
、
緊
急
車
両
・

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
や
発
煙

筒
を
使
用
し
た
訓
練
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
交
通
規
制
も
行
い

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

土
崎
地
区
で

９
月
１
日
(木)
に

総
合
防
災
訓
練

防
災
対
策
は
万
全
で
す
か
？

９
月
１
日
は
防
災
の
日

防
災
安
全
対
策
課

☎(

８
６
６)

２
０
２
１

登
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp

/city/g
n
/d
s/system

携
帯
電
話
は
、

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp

/i/g
n
/d
s/s/1

.h
tm

※
気
象
情
報
、
地
震
の
震
度
情
報
も
配

信
し
ま
す(

毎
週
金
曜
日
に
テ
ス
ト

配
信
を
行
い
ま
す)

。

お
知
ら
せ
す
る
情
報

●
避
難
勧
告
な
ど
の
避
難
情
報

●
大
規
模
火
災
●
有
害
化
学
物
質
漏
れ

●
不
発
弾
発
見
な
ど

防
災
ネ
ッ
ト
に
ご
登
録
を
！

「
防
災
ネ
ッ
ト
あ

き
た
」
は
、
事
前
に

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
登
録
し
て
お
く

と
、
災
害
が
あ
っ
た

と
き
に
防
災
安
全
対
策
課
か
ら
E
メ
ー
ル
で
防

災
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

で
す
。
登
録
は
無
料
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
、
メ
ー
ル
受
信
な
ど
の
費
用
は
登
録

し
た
か
た
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

受信メール
11/08/19 11:21
From bousai@pop
Title 防災ネット
ーーーーーーーー
［浸水被害発生］
大雨により浸水被害
が発生しました。
床下浸水１件
・○○字○○……

◆
家
具
の
転
倒
を
防
ぐ
た
め
、
転
倒
防
止
シ
ー
ト
や
Ｌ
字
金
具

な
ど
で
固
定
し
ま
し
ょ
う
。
家
の
周
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

も
倒
壊
の
危
険
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

◆
食
料
は
３
日
分
、
飲
料
水
は
１
日
１
人
３
㍑
を
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
が
い

る
家
庭
で
は
ミ
ル
ク
や
ほ
乳

び
ん
も
忘
れ
ず
に

大雨による増水(６月24日、雄和地域)

◆
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
災
害

か
ら
い
ち
早
く
立
ち
直
る
た
め

に
は
地
域
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
町
内
単
位
で
自
主
防
災
組

織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う

◆
ふ
だ
ん
か
ら
高
齢
者
や
障
が

い
者
と
交
流
を
は
か
り
、
災

害
時
に
は
地
域
全
体
で
助
け

合
い
ま
し
ょ
う

カメラ

ふれあい曳山にも挑戦！

秋田みなと振興会が市内に避難さ
れているかた48人を土崎港曳山まつ
りに招待してくれました(７月20日)

土崎港曳山まつり

東北
六魂祭
東北の６大祭りが

仙台に集結！ 秋田
の竿燈も大人気でし
た(７月16日・17日)

お囃子を聴きながらおいしい料理も
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